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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　便器本体と、該便器本体に供給する洗浄水を蓄える貯水タンクと、該貯水タンクへの給
水および排水を複数の洗浄態様に応じて制御する洗浄制御部とを備えた水洗大便器におい
て、前記貯水タンクが、給水源から前記貯水タンク内に洗浄水を供給する給水手段と、前
記貯水タンクの底部に設けられて前記便器本体と連通する排水口と、該排水口を開閉する
排水弁と、該排水弁を駆動する排水弁駆動手段と、前記貯水タンクへ洗浄水を追加補給す
る洗浄水補給手段とを備え、
　前記洗浄制御部が、使用する洗浄水が少ない小洗浄を行う時には前記貯水タンク内のす
べての洗浄水を使い切るまで前記排水弁を開弁するように前記排水弁駆動手段を制御し、
使用する洗浄水が多い大洗浄を行う時には前記洗浄水補給手段によって前記貯水タンク内
に洗浄水を補給して前記貯水タンク内のすべての洗浄水を使い切るまで前記排水弁を開弁
するように前記排水弁駆動手段を制御し、何れの洗浄の終了時においても前記小洗浄で使
用する量の洗浄水を前記給水手段によって前記貯水タンク内に供給するように制御するこ
とを特徴とする水洗大便器。
【請求項２】
　前記洗浄制御部が、前記複数の洗浄態様の何れにおいても前記貯水タンク内のすべての
洗浄水を使い切るまで前記排水弁を開弁するように前記排水弁駆動手段を制御し、前記複
数の洗浄態様のうち使用する洗浄水が最も少ない最小洗浄以外の洗浄を開始する時に前記
洗浄水補給手段によって前記給水タンクへ洗浄水を追加補給するように制御することを特



(2) JP 6432142 B2 2018.12.5

10

20

30

40

50

徴とする請求項１記載の水洗大便器。
【請求項３】
　前記洗浄制御部が、前記大洗浄を開始する時に前記給水手段から前記貯水タンク内へ洗
浄水を追加補給することで前記洗浄水補給手段を構成していることを特徴とする請求項２
記載の水洗大便器。
【請求項４】
　前記貯水タンクが、前記小洗浄で使用する洗浄水を貯水する貯水主タンクと、前記第洗
浄を行う際に必要な洗浄水を貯水する貯水副タンクとをさらに備え、
　前記洗浄水補給手段が、前記大洗浄を開始時に前記貯水副タンク内の洗浄水を前記貯水
主タンク内へ追加補給することを特徴とする請求項２記載の水洗大便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、便器本体と貯水タンクとを備えた水洗大便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、貯水タンクに貯水した洗浄水により便器本体のボウル部を洗浄し、排せつ物
を排出するタンク式の水洗大便器として、貯水タンク内の洗浄水が便器本体の導水路を通
過し、便器本体の吐水口からボウル部に供給されるものが知られている。
【０００３】
　このような水洗大便器においては、便器本体の導水路が陶器で形成されているため、製
造誤差が生じてしまい、導水路の圧力損失が変動する。
　よって、貯水タンクの底面の排出口から排出される洗浄水の瞬間流量について個体差が
存在していた。
【０００４】
　貯水タンクの底面の排出口から排出される洗浄水の瞬間流量に個体差が存在していると
、貯水タンクから排出される洗浄水の水量に個体差が生じてしまい、便器本体内の排せつ
物を十分に洗浄できない恐れがある。
【０００５】
　そこで、貯水タンク内の水位が洗浄開始前の初期水位から所定水位に低下するまでの水
位低下時間を計測することで導水路の圧力損失を検出し、この圧力損失から最適な排水装
置の駆動時間を決定する水洗大便器が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－１３２１６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前述した特許文献１に記載されている水洗大便器では、計測対象である
水位低下時間の変動分が水位低下時間の基準時間に比べて遥かに小さく、便器本体の導水
路の圧力損失を精度良く検出することが実質的には困難であるという問題がある。
【０００８】
　そこで、本発明は、前述したような従来技術の問題を解決するものであって、すなわち
、本発明の目的は、圧力損失を検出することなく貯水タンクから排出される洗浄水の水量
を便器本体の製造誤差によらずに均一する水洗大便器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本請求項１に係る発明は、便器本体と、該便器本体に供給する洗浄水を蓄える貯水タン
クと、該貯水タンクへの給水および排水を複数の洗浄態様に応じて制御する洗浄制御部と
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を備えた水洗大便器において、前記貯水タンクが、給水源から前記貯水タンク内に洗浄水
を供給する給水手段と、前記貯水タンクの底部に設けられて前記便器本体と連通する排水
口と、該排水口を開閉する排水弁と、該排水弁を駆動する排水弁駆動手段と、前記貯水タ
ンクへ洗浄水を追加補給する洗浄水補給手段とを備え、前記洗浄制御部が、使用する洗浄
水が少ない小洗浄を行う時には前記貯水タンク内のすべての洗浄水を使い切るまで前記排
水弁を開弁するように前記排水弁駆動手段を制御し、使用する洗浄水が多い大洗浄を行う
時には前記洗浄水補給手段によって前記貯水タンク内に洗浄水を補給して前記貯水タンク
内のすべての洗浄水を使い切るまで前記排水弁を開弁するように前記排水弁駆動手段を制
御し、何れの洗浄の終了時においても前記小洗浄で使用する量の洗浄水を前記給水手段に
よって前記貯水タンク内に供給するように制御することにより、前述した課題を解決する
ものである。
【００１０】
　本請求項１に係る発明の水洗大便器によれば、洗浄制御部を備えていることにより、貯
水タンクへの給水および排水を複数の洗浄態様に応じて制御できるばかりでなく、洗浄制
御部が、使用する洗浄水が少ない小洗浄を行う時には貯水タンク内の洗浄水を使い切るま
で排水弁を開弁するように排水弁駆動手段を制御し、使用する洗浄水が多い大洗浄を行う
時には洗浄水補給手段によって貯水タンク内に洗浄水を補給して貯水タンク内の洗浄水を
使い切るまで排水弁を開弁するように排水弁駆動手段を制御することにより、洗浄態様に
関係なく貯水タンク内の洗浄水を使い切るため、圧力損失を検出することなく貯水タンク
から排出される洗浄水の水量を便器本体の製造誤差によらずに均一にできることに加え、
水洗大便器の洗浄性能のバラつきを抑えることができる。
【００１１】
　本請求項２に係る発明は、請求項１記載の構成に加えて、前記洗浄制御部が、前記複数
の洗浄態様の何れにおいても前記貯水タンク内のすべての洗浄水を使い切るまで前記排水
弁を開弁するように前記排水弁駆動手段を制御し、前記複数の洗浄態様のうち使用する洗
浄水が最も少ない最小洗浄以外の洗浄を開始する時に前記洗浄水補給手段によって前記給
水タンクへ洗浄水を追加補給するように制御することにより、前述した課題をさらに解決
するものである。
【００１２】
　本請求項２に係る発明の水洗大便器によれば、請求項１に係る発明が奏する効果に加え
て、洗浄制御部が、複数の洗浄態様のうち使用する洗浄水が最も少ない最小洗浄以外の洗
浄を開始する時に洗浄水補給手段によって給水タンクへ洗浄水を追加補給するように制御
することにより、洗浄態様に応じた洗浄水を貯水タンク内に溜めるため、洗浄水の無駄を
なくすことができる。
【００１３】
　本請求項３に係る発明は、請求項２記載の構成に加えて、前記洗浄制御部が、前記大洗
浄を開始する時に前記給水手段から前記貯水タンク内へ洗浄水を追加補給することで前記
洗浄水補給手段を構成していることにより、前述した課題をさらに解決するものである。
【００１４】
　本請求項３に係る発明の水洗大便器によれば、請求項２に係る発明が奏する効果に加え
て、大洗浄時に給水手段から洗浄水を貯水タンク内へ追加補給するため、圧力損失を検出
することなく簡便な構造で貯水タンクから排出される洗浄水の水量を均一にすることがで
きる。
【００１５】
　本請求項４に係る発明は、請求項２記載の構成に加えて、前記貯水タンクが、前記小洗
浄で使用する洗浄水を貯水する貯水主タンクと、前記大洗浄を行う際に必要な洗浄水を貯
水する貯水副タンクとをさらに備え、前記洗浄水補給手段が、前記大洗浄を開始時に前記
貯水副タンク内の洗浄水を前記貯水主タンク内へ追加補給することにより、前述した課題
をさらに解決するものである。
【００１６】
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　本請求項４に係る発明の水洗大便器によれば、請求項２に係る発明が奏する効果に加え
て、洗浄水補給手段が大洗浄時に貯水副タンク内の洗浄水を貯水主タンクへ追加補給する
ため、圧力損失を検出することなく確実に貯水タンクから排出される洗浄水の水量を均一
にすることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明により、貯水タンクへの給水および排水を複数の洗浄態様に応じて制御できるば
かりでなく、圧力損失を検出することなく貯水タンクから排出される洗浄水の水量を便器
本体の製造誤差によらずに均一にできる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態である水洗大便器の概略図。
【図２】本発明の第１実施形態である水洗大便器の小洗浄モードを説明するタイムチャー
ト。
【図３】本発明の第１実施形態である水洗大便器の大洗浄モードを説明するタイムチャー
ト。
【図４】本発明の第２実施形態である水洗大便器の概略図。
【図５】本発明の第２実施形態である水洗大便器の小洗浄モードを説明するタイムチャー
ト。
【図６】本発明の第２実施形態である水洗大便器の大洗浄モードを説明するタイムチャー
ト。
【図７】本発明の第３実施形態である水洗大便器の概略図。
【図８】本発明の第３実施形態である水洗大便器の小洗浄モードを説明するタイムチャー
ト。
【図９】本発明の第３実施形態である水洗大便器の大洗浄モードを説明するタイムチャー
ト。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に、図１乃至図３に基づいて、本発明の第１実施形態である水洗大便器１００につ
いて説明する。
【００２０】
　図１は本発明の第１実施形態である水洗大便器１００の概略図であり、本発明の第１実
施形態である水洗大便器１００は、便器本体１１０と便器本体１１０に載置された貯水タ
ンク１２０と、貯水タンク１２０への貯水および排水を制御する洗浄制御部１３０とから
構成されている。
　水洗大便器１００が貯水タンク１２０への貯水および排水を制御する洗浄制御部１３０
を備えていることにより、貯水タンク１２０から便器本体１１０に供給する洗浄水の量を
制御するため、洗浄水の無駄をなくすことができる。
【００２１】
　便器本体１１０は、便器本体１１０の前方に排せつ物を受けるボウル部１１１を有して
いる。ボウル部１１１の上縁部には、リム１１１ａと貯水タンク１２０から供給された洗
浄水を便器洗浄水Ｗｃとして吐水する吐水口１１１ｂとが形成されている。
　さらに、便器本体１１０は、便器本体１１０の後方に貯水タンク１２０から供給された
洗浄水を吐水口１１１ｂへと導水する導水路１１２が形成されている。
【００２２】
　貯水タンク１２０は、図示されない給水源から貯水タンク１２０内に洗浄水を供給する
給水手段１２５と、底面に貯水タンク１２０内に貯留された洗浄水を便器本体１１０へ供
給する排水口１２１と、この排水口１２１を開閉する排水弁１２２と、この排水弁１２２
の駆動する排水弁駆動手段１２３と、貯水タンク１２０内の所定の水位を検出するフロー
トスイッチ１２４とから構成されている。
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【００２３】
　フロートスイッチ１２４として、使用する洗浄水が少ない小洗浄モードに必要な洗浄水
を貯水した際の水位ＷＬ１を検出するフロートスイッチ１２４ａと、使用する洗浄水が多
い大洗浄モードに必要な洗浄水を貯水した際の水位ＷＬ２を検出するフロートスイッチ１
２４ｂとの二つを有している。
　なお、フロートスイッチの数は、洗浄モードの数に応じて変わる。
【００２４】
　給水手段１２５および排水弁駆動手段１２３は、洗浄制御部１３０により制御される。
【００２５】
　続いて、図２および図３に基づいて、本発明の第１実施形態である水洗大便器１００の
動作について説明する。
【００２６】
　まず、図２の本発明の第１実施形態である水洗大便器１００の小洗浄モードを説明する
タイムチャートに基づいて、小洗浄モードについて説明する。
【００２７】
　時刻ｔ０において、使用者が水洗大便器１００の図示しないリモコン等を操作して小洗
浄モード開始信号を水洗大便器１００に送信する。
　貯水タンク１２０内には小洗浄モードで使用する量の洗浄水が貯水されており（水位Ｗ
Ｌ１）、水洗大便器１００が小洗浄モード開始信号を受信すると、洗浄制御部１３０が排
水弁駆動手段１２３を制御することによって、排水弁１２２が開弁する。
【００２８】
　そして、時刻ｔ２に至るまで排水弁１２２が開弁され、貯水タンク１２０内のすべての
洗浄水が排水口１２１から便器本体１１０に供給される。
【００２９】
　便器本体１１０に供給された洗浄水は、導水路１１２を通り、吐水口１１１ｂから便器
洗浄水Ｗｃとしてリム１１１ａに吐水される。
【００３０】
　リム１１１ａに供給された便器洗浄水Ｗｃは、ボウル部１１１内を旋回しながら下降す
ることにより、ボウル部１１１内を洗浄する。
【００３１】
　ボウル部１１１内洗浄後も吐水口１１１ｂからの吐水は継続され、便器洗浄水Ｗｃがボ
ウル部１１１内に溜水Ｗとして貯留される。
【００３２】
　その後、時刻ｔ２において、洗浄制御部１３０が排水弁駆動手段１２３を制御すること
によって、排水弁１２２を閉弁する。
　なお、このときの貯水タンク１２０内の水位を止水水位ＥＷＬとする。
【００３３】
　なお、貯水タンク１２０内の水位が水位ＷＬ１から止水水位ＥＷＬに低下するまでの時
間ｔ１－ｔ０より、排水弁１２２を開弁してから閉弁するまでの時間ｔ２－ｔ１のほうが
長くなるように設定する。
　これにより、確実に貯水タンク１２０内の洗浄水を使いきるため、貯水タンクから排出
される洗浄水の水量を均一にすることができる。
【００３４】
　その後、時刻ｔ３において、給水手段１２５から貯水タンク１２０内に洗浄水の供給を
開始する。
【００３５】
　そして、時刻ｔ４において、小洗浄モードで使用する量の洗浄水が貯水されたことをフ
ロートスイッチ１２４ａが検出した後、給水手段１２５からの給水を止める。
【００３６】
　次いで、図３の本発明の第１実施形態である水洗大便器１００の大洗浄モードを説明す
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るタイムチャートに基づいて、大洗浄モードについて説明する。
【００３７】
　時刻ｔ０において、使用者が水洗大便器１００の図示しないリモコン等を操作して大洗
浄モード開始信号を水洗大便器１００に送信する。
　貯水タンク１２０内には、小洗浄モードで使用する量の洗浄水が貯水されており、水洗
大便器１００が大洗浄モード開始信号を受信すると、洗浄制御部１３０によって、給水手
段１２５が開弁され、大洗浄モードに応じた洗浄水を貯水タンク１２０内に追加補給する
。
【００３８】
　貯水タンク１２０の水位が大洗浄モードで必要な水位ＷＬ２に達したことをフロートス
イッチ１２４ｂが検出した時刻ｔａにおいて、洗浄制御部１３０が排水弁駆動手段１２３
を制御することによって、排水弁１２２が開弁する。
【００３９】
　そして、時刻ｔｃに至るまで排水弁１２２が開弁され、貯水タンク１２０内のすべての
洗浄水が排水口１２１から便器本体１１０に供給される。
【００４０】
　便器本体１１０に供給された洗浄水は、導水路１１２を通り、吐水口１１１ｂから便器
洗浄水Ｗｃとしてリム１１１ａに吐水される。
【００４１】
　リム１１１ａに供給された便器洗浄水Ｗｃは、ボウル部１１１内を旋回しながら下降す
ることにより、ボウル部１１１内を洗浄する。
【００４２】
　ボウル部１１１内洗浄後も吐水口１１１ｂからの吐水は継続され、便器洗浄水Ｗｃがボ
ウル部１１１内に溜水Ｗとして貯留される。
【００４３】
　その後、時刻ｔｃにおいて、洗浄制御部１３０が排水弁駆動手段１２３を制御すること
によって、排水弁１２２を閉弁する。
　なお、このときの貯水タンク１２０内の水位を止水水位ＥＷＬとする。
【００４４】
　なお、貯水タンク１２０内の水位が水位ＷＬ２から止水水位ＥＷＬに低下するまでの時
間ｔｂ－ｔａより、排水弁１２２が開弁してから閉弁するまでの時間ｔｃ－ｔａのほうが
長くなるように設定する。
　これにより、確実に貯水タンク１２０内の洗浄水を使いきるため、貯水タンク１２０か
ら排出される洗浄水の水量を均一にすることができる。
【００４５】
　その後、時刻ｔｄにおいて、給水手段１２５から貯水タンク１２０内に洗浄水の供給を
開始する。
【００４６】
　そして、時刻ｔｅにおいて、小洗浄モードで使用する量の洗浄水が貯水されたことをフ
ロートスイッチ１２４ａが検出した後、給水手段１２５からの給水を止める。
【００４７】
　すなわち、第１実施形態においては、大洗浄モードを開始する時に貯水タンク１２０へ
洗浄水を追加補給する洗浄水補給手段として、洗浄制御部１３０による給水手段１２５の
制御を用いており、小洗浄モードのときは、貯水タンク１２０に貯水された洗浄水を使用
し、大洗浄モードのときは、給水手段１２５から貯水タンク１２０に追加給水を行うこと
によって実現している。
【００４８】
　なお、本実施形態の大洗浄モードについて、貯水タンク１２０への洗浄水の追加給水を
行った後に排水弁１２２を開弁したが、貯水タンク１２０への洗浄水の追加給水を行いつ
つ排水弁１２２を開弁してもよい。
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　また、本実施形態においては、フロートスイッチ１２４によって給水手段１２５から貯
水タンク１２０への給水量を管理されていたが、給水量の管理を給水時間で行ってもよい
。
【００４９】
　このようにして得られた本発明の第１実施形態である水洗大便器１００は、洗浄制御部
１３０を備えていることにより、貯水タンク１２０への給水および排水を複数の洗浄態様
に応じて制御できるばかりでなく、洗浄制御部１３０が、使用する洗浄水が少ない小洗浄
を行う時には貯水タンク１２０内の洗浄水を使い切るまで排水弁１２２を開弁するように
排水弁駆動手段を制御し、使用する洗浄水が多い大洗浄を行う時には洗浄水補給手段によ
って貯水タンク１２０内に洗浄水を補給して貯水タンク１２０内の洗浄水を使い切るまで
排水弁１２２を開弁するように排水弁駆動手段を制御することにより、洗浄態様に関係な
く貯水タンク１２０内の洗浄水を使い切るため、圧力損失を検出することなく貯水タンク
１２０から排出される洗浄水の水量を便器本体１１０の製造誤差によらずに均一にできる
ことに加え、水洗大便器の洗浄性能のバラつきを抑えることができる。
【００５０】
　さらに、洗浄制御部１３０が、大洗浄を開始する時に給水手段１２５から貯水タンク１
２０内へ洗浄水を追加補給することで洗浄水補給手段を構成していることにより、大洗浄
時に給水手段１２５から洗浄水を貯水タンク１２０内へ追加補給するため、圧力損失を検
出することなく簡便な構造で貯水タンク１２０から排出される洗浄水の水量を均一にする
ことができる。
【００５１】
　なお、本発明の第１実施形態である水洗大便器１００において、貯水タンク１２０への
給水は排水弁１２２の閉弁後に限定されるものではなく、便器洗浄開始信号を水洗大便器
１００が受信した後であれば如何なる時でもよい。
【００５２】
　また、第１実施形態において、小洗浄モードおよび大洗浄モードの２つの洗浄形態に加
えて、大洗浄モードよりも多くの水を貯水タンク１２０へ追加補給する極大洗浄モードが
あってもよい。このとき、小洗浄モードで使用する洗浄水の水量が最小となり、最小洗浄
モードとなる。
　あるいは、小洗浄モードを途中で止めて、使用する洗浄水の量を小洗浄モードよりも更
に少なくする極小洗浄モードがあってもよい。
【００５３】
　次に、図４乃至図６に基づいて、本発明の第２実施形態である水洗大便器２００につい
て説明する。
【００５４】
　図４は本発明の第２実施形態である水洗大便器２００の概略図であり、第２実施形態の
水洗大便器２００は、第１実施形態の水洗大便器１００の貯水タンク１２０内に貯水主タ
ンク２２６および貯水副タンク２２７を設けたものであり、多くの要素について第１実施
形態の水洗大便器１００と共通するので、共通する事項については詳しい説明を省略し、
下２桁が共通する２００番台の符号を付すのみとする。
【００５５】
　貯水副タンク２２７は貯水タンク２２０内にあり、給水手段２２５から供給される洗浄
水を直接受ける。さらに、貯水副タンク２２７は排水弁駆動手段２２３と接続されており
、排水弁２２２と連動している。
【００５６】
　貯水主タンク２２６も貯水副タンク２２７と同じく貯水タンク２２０内にあり、貯水副
タンク２２７から溢れた洗浄水を貯水する。
【００５７】
　フロートスイッチ２２４は貯水主タンク２２６の貯水量を検出するものであり、使用す
る洗浄水の水量が少ない小洗浄に必要な洗浄水量が貯水されたこと検出する。
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【００５８】
　すなわち、貯水主タンク２２６には、使用する洗浄水の水量が多い大洗浄モードに必要
な水量の洗浄水が貯水され、貯水副タンク２２７には、大洗浄モードにおいて必要な水量
の洗浄水が貯水されている。
【００５９】
　続いて、図５および図６に基づいて、本発明の第２実施形態である水洗大便器２００の
動作について説明する。
【００６０】
　まず、図５の本発明の第２実施形態である水洗大便器２００の小洗浄モードを説明する
タイムチャートに基づいて、洗浄モードについて説明する。
【００６１】
　時刻ｔ０において、使用者が水洗大便器２００の図示しないリモコン等を操作して小洗
浄モード開始信号を水洗大便器２００に送信する。
　貯水タンク２２０内には小洗浄モードで使用する量の洗浄水が貯水されており（水位Ｗ
Ｌ１）、水洗大便器２００が小洗浄モード開始信号を受信すると、洗浄制御部２３０が排
水弁駆動手段２２３を制御することによって、排水弁２２２が開弁する。
【００６２】
　そして、時刻ｔ２に至るまで排水弁２２２が開弁され、貯水タンク２２０内のすべての
洗浄水が排水口２２１から便器本体２１０に供給される。
【００６３】
　便器本体２１０に供給された洗浄水は、導水路２１２を通り、吐水口２１１ｂから便器
洗浄水Ｗｃとしてリム２１１ａに吐水される。
【００６４】
　リム２１１ａに供給された便器洗浄水Ｗｃは、ボウル部２１１内を旋回しながら下降す
ることにより、ボウル部２１１内を洗浄する。
【００６５】
　ボウル部２１１内洗浄後も吐水口２１１ｂからの吐水は継続され、便器洗浄水Ｗｃがボ
ウル部２１１内に溜水Ｗとして貯留される。
【００６６】
　その後、時刻ｔ２において、洗浄制御部２３０が排水弁駆動手段２２３を制御すること
によって、排水弁２２２を閉弁する。
　なお、このときの貯水タンク２２０内の水位を止水水位ＥＷＬとする。
【００６７】
　なお、貯水タンク２２０内の洗浄水水位が水位ＷＬ１から止水水位ＥＷＬに低下するま
での時間ｔ１－ｔ０より、排水弁２２２を開弁してから閉弁するまでの時間ｔ２－ｔ０の
ほうが長くなるように設定する。
　これにより、確実に貯水タンク２２０内の洗浄水を使いきるため、貯水タンクから排出
される洗浄水の水量を均一にすることができる。
【００６８】
　その後、時刻ｔ３において、給水手段２２５から貯水タンク２２０内に洗浄水の供給を
開始する。
　給水手段２２５から供給された洗浄水は、貯水副タンク２２７に向けて吐水され、貯水
副タンク２２７が満水となると、溢れ出た洗浄水が貯水主タンク２２６に貯水される。
【００６９】
　その後、時刻ｔ４において、貯水タンク２２０に小洗浄モードで使用する量の洗浄水が
貯水されたことをフロートスイッチ２２４が検出した後、給水手段２２５からの給水を止
める。
【００７０】
　次いで、図６の本発明の第２実施形態である水洗大便器２００の大洗浄モードを説明す
るタイムチャートに基づいて、大洗浄モードについて説明する。
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【００７１】
　時刻ｔ０において、使用者が水洗大便器２００の図示しないリモコン等を操作して大洗
浄モード開始信号を水洗大便器２００に送信する。
　水洗大便器２００が大洗浄モード開始信号を受信すると、洗浄制御部２３０によって、
貯水副タンク２２７を傾け、貯水副タンク２２７内に貯水された洗浄水を貯水主タンク２
２６へ供給する。
【００７２】
　貯水副タンク２２７内の洗浄水がすべて貯水主タンク２２６に供給され、貯水主タンク
２２６内の水位がＷＬ２となった時刻ｔａにおいて、洗浄制御部２３０が排水弁駆動手段
２２３を制御することによって、排水弁２２２が開弁する。
【００７３】
　そして時刻ｔｃに至るまで排水弁１２２が開弁され、貯水タンク２２０内のすべての洗
浄水が排水口２２１から便器本体２１０に供給される。
【００７４】
　便器本体２１０に供給された洗浄水は、導水路２１２を通り、吐水口２１１ｂから便器
洗浄水Ｗｃとしてリム２１１ａに吐水される。
【００７５】
　リム２１１ａに供給された便器洗浄水Ｗｃは、ボウル部２１１内を旋回しながら下降す
ることにより、ボウル部２１１内を洗浄する。
【００７６】
　ボウル部２１１内洗浄後も吐水口２１１ｂからの吐水は継続され、便器洗浄水Ｗｃがボ
ウル部２１１内に溜水Ｗとして貯留される。
【００７７】
　その後、時刻ｔｃにおいて、洗浄制御部２３０が排水弁駆動手段２２３を制御すること
によって、排水弁２２２を閉弁する。
　なお、このときの貯水タンク２２０内の水位を止水水位ＥＷＬとする。
【００７８】
　なお、貯水タンク２２０内の洗浄水水位が水位ＷＬ２から止水水位ＥＷＬに低下するま
での時間ｔｂ－ｔａより、排水弁２２２を開弁してから閉弁するまでの時間ｔｃ－ｔａの
ほうが長くなるように設定する。
　これにより、確実に貯水タンク２２０内の洗浄水を使いきるため、貯水タンク１２０か
ら排出される洗浄水の水量を均一にすることができる。
【００７９】
　その後、時刻ｔｄにおいて、給水手段２２５から貯水タンク２２０内に洗浄水の供給を
開始する。
　給水手段２２５から供給された洗浄水は、貯水副タンク２２７に向けて吐水され、時刻
ｔｅにおいて貯水副タンク２２７が満水となると、溢れ出た洗浄水が貯水主タンク２２６
に貯水される。
【００８０】
　その後、時刻ｔｆにおいてフロートスイッチ２２４が小洗浄モードで使用する量の洗浄
水を貯水した後、給水手段２２５からの給水を止める。
【００８１】
　すなわち、第２実施形態においては、大洗浄モードを開始する時に貯水タンク２２０へ
洗浄水を追加補給する洗浄水補給手段として、貯水副タンク２２７を排水弁駆動手段２２
３による排水弁２２２と連動させ、小洗浄モードのときは、貯水主タンク２２６に貯水さ
れた洗浄水を使用し、大洗浄モードのときは、貯水主タンク２２６に加えて貯水副タンク
２２７に貯水された洗浄水も使用することによって実現している。
【００８２】
　このようにして得られた本発明の第２実施形態である水洗大便器２００は、貯水タンク
２２０が、小洗浄で使用する洗浄水を貯水する貯水主タンク２２６と、大洗浄を行う際に
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必要な洗浄水を貯水する貯水副タンク２２７とをさらに備え、洗浄水補給手段が、大洗浄
時に貯水副タンク２２７内の洗浄水を貯水主タンク２２６内へ追加補給することにより、
大洗浄時に貯水副タンク２２７内の洗浄水を貯水主タンク２２６内へ追加補給するため、
圧力損失を検出することなく確実に貯水タンク２２０から排出される洗浄水の水量を均一
にすることができる。
【００８３】
　なお、本発明の第２実施形態である水洗大便器２００において、貯水タンク２２０への
給水は排水弁２２２の閉弁後に限定されるものではなく、便器洗浄開始信号を水洗大便器
２００が受信した後であれば如何なる時でもよい。
【００８４】
　また、第２実施形態において、小洗浄モードおよび大洗浄モードの２つの洗浄形態に加
えて、貯水副タンク２２７をさらに設け大洗浄モードよりも更に多く洗浄水を使用する極
大洗浄モードがあってもよい。このとき、小洗浄モードで使用する洗浄水の水量が最小と
なり、最小洗浄モードとなる。
　あるいは、小洗浄モードを途中で止めて、使用する洗浄水の量を小洗浄モードよりも更
に少なくする極小洗浄モードがあってもよい。
【００８５】
　次に、図７乃至図９に基づいて、本発明の第３実施形態である水洗大便器３００につい
て説明する。
【００８６】
　図７は本発明の第３実施形態である水洗大便器３００の概略図であり、第３実施形態の
水洗大便器３００は、第１実施形態の水洗大便器１００の貯水タンク１２０内に仕切り壁
３２８を設けたものであり、多くの要素について第１実施形態の水洗大便器１００と共通
するので、共通する事項については詳しい説明を省略し、下２桁が共通する３００番台の
符号を付すのみとする。
【００８７】
　貯水タンク３２０は仕切り壁３２８によって、排水弁３２２を有し洗浄水の水量が少な
い小洗浄モードで使用する量の洗浄水を貯水する貯水主タンク３２６と排水弁３２２を有
さない貯水副タンク３２７とに区切られる。
【００８８】
　貯水主タンク３２６は貯水タンク３２０内にあり、給水手段３２５から供給される洗浄
水を直接受ける。
【００８９】
　貯水副タンク３２７も貯水主タンク３２６と同じく貯水タンク３２０内にあり、貯水主
タンク３２６から溢れた洗浄水を貯水する。
【００９０】
　仕切り壁３２８は、排水弁駆動手段３２３と接続しており、排水弁３２２と連動して上
下動する。
【００９１】
　フロートスイッチ３２４ａは貯水主タンク３２６の貯水量を検出するものであり、使用
する小洗浄モード時に必要な洗浄水量が貯水されたことを検出する。
　フロートスイッチ３２４ｂは貯水副タンク３２７の貯水量を検出するものであり、使用
する洗浄水の水量が多い大洗浄モード時に必要な洗浄水量が貯水されたことを検出する。
【００９２】
　すなわち、貯水主タンク３２６には、小洗浄モードに必要な水量の洗浄水が貯水され、
貯水副タンク３２７には、大洗浄モードにおいて必要な水量の洗浄水が貯水されている。
【００９３】
　続いて、図８および図９に基づいて、本発明の第３実施形態である水洗大便器３００の
動作について説明する。
【００９４】
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　まず、図８は本発明の第３実施形態である水洗大便器３００の小洗浄モードを説明する
タイムチャートである。
　小洗浄モードについては、第３実施形態である水洗大便器３００と多くの動作について
第２実施形態の水洗大便器２００と共通するので、共通する事項については詳しい説明を
省略する。
【００９５】
　時刻ｔ２において排水弁３２２が閉弁した後、時刻ｔ３において、給水手段３２５から
の洗浄水の供給を開始する。
【００９６】
　時刻ｔ４において、フロートスイッチ３２４ａが貯水主タンク３２６の水位がＷＬ１に
なったことを検出し、給水手段３２５からの洗浄水の供給を停止する。
【００９７】
　次いで、図９の本発明の第３実施形態である水洗大便器３００の大洗浄モードを説明す
るタイムチャートに基づいて、大洗浄モードについて説明する。
【００９８】
　時刻ｔ０において、使用者が水洗大便器３００の図示しないリモコン等を操作して大洗
浄モード開始信号を水洗大便器３００に送信する。
【００９９】
　水洗大便器３００が大洗浄モード開始信号を受信すると、洗浄制御部３３０によって排
水弁駆動手段３２３が制御され、仕切り壁３２８が引き上げられる。
　仕切り壁３２８が引き上げられることによって、貯水副タンク３２７内に貯水された水
が貯水主タンク３２６へ供給される。
【０１００】
　さらに、仕切り壁３２８が引き上げられると同時に排水弁３２２が開弁し、排水口３２
１から貯水タンク３２０内の水がすべて便器本体３１０に供給される。
【０１０１】
　便器本体３１０に供給された洗浄水は、導水路３１２を通り、吐水口３１１ｂから便器
洗浄水Ｗｃとしてリム３１１ａに吐水される。
【０１０２】
　リム３１１ａに供給された便器洗浄水Ｗｃは、ボウル部３１１内を旋回しながら下降す
ることにより、ボウル部３１１内を洗浄する。
【０１０３】
　ボウル部３１１内洗浄後も吐水口３１１ｂからの吐水は継続され、便器洗浄水Ｗｃがボ
ウル部３１１内に溜水Ｗとして貯留される。
【０１０４】
　その後、時刻ｔｂにおいて、洗浄制御部３３０が排水弁駆動手段３２３を制御すること
によって、排水弁３２２を閉弁する。
　なお、このときの貯水タンク３２０内の水位を止水水位ＥＷＬとする。
【０１０５】
　なお、貯水主タンク３２６内の洗浄水水位が水位ＷＬ１から止水水位ＥＷＬに低下する
までの時間ｔａ－ｔ０より、排水弁３２２を開弁してから閉弁するまでの時間ｔｂ－ｔ０
のほうが長くなるように設定する。
　これにより、確実に貯水タンク３２０内の洗浄水を使いきるため、貯水タンク３２０か
ら排出される洗浄水の水量を均一にすることができる。
【０１０６】
　その後、時刻ｔｃにおいて、給水手段３２５から貯水タンク３２０内に洗浄水の供給を
開始する。
【０１０７】
　給水手段３２５から供給された洗浄水は、貯水主タンク３２６に向けて吐水され、時刻
ｔｄにおいて貯水副タンク３２６が満水となると、貯水主タンク３２６から溢れ出た洗浄
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水が貯水副タンク３２７に貯水される。
【０１０８】
　その後、時刻ｔｅにおいてフロートスイッチ３２４ｂが貯水副タンク３２７内の洗浄水
の水位がＷＬ２となったことを検出した後、給水手段３２５からの給水を止める。
【０１０９】
　すなわち、第３実施形態においては、大洗浄を開始する時に貯水タンク３２０へ洗浄水
を追加補給する洗浄水補給手段として、仕切り壁３２８を排水弁駆動手段３２３による排
水弁３２２と連動させ、小洗浄モードのときは、貯水主タンク３２６に貯水された洗浄水
を使用し、大洗浄モードのときは、貯水主タンク３２６に加えて貯水副タンク３２７に貯
水された洗浄水も使用することによって実現している。
【０１１０】
　このようにして得られた本発明の第３実施形態である水洗大便器３００は、貯水タンク
３２０が、小洗浄で使用する洗浄水を貯水する貯水主タンク３２６と、最小洗浄以外の洗
浄を行う際に必要な洗浄水を貯水する貯水副タンク３２７とをさらに備え、洗浄水補給手
段が、大洗浄を開始時に貯水副タンク３２７内の洗浄水を貯水主タンク３２６内へ追加補
給することにより、大洗浄時に貯水副タンク３２７内の洗浄水を貯水主タンク３２６内へ
追加補給するため、圧力損失を検出することなく確実に貯水タンク３２０から排出される
洗浄水の水量を均一にすることができる。
【０１１１】
　なお、本発明の第３実施形態である水洗大便器３００において、貯水タンク３２０への
給水は排水弁３２２の閉弁後に限定されるものではなく、便器洗浄開始信号を水洗大便器
３００が受信した後であれば如何なる時でもよい。
【０１１２】
　また、第３実施形態において、小洗浄モードおよび大洗浄モードの２つの洗浄形態に加
えて、仕切り壁３２８を持ち上げる時間を調節して、使用する洗浄水の水量が小洗浄モー
ドで使用する洗浄水の水量より多く、大洗浄モードで使用する洗浄水の水量より少ない中
洗浄モードがあってもよいし、小洗浄モードを途中で止めて、使用する洗浄水の量を小洗
浄モードよりも更に少なくする極小洗浄モードがあってもよい。
【０１１３】
　本発明は、便器本体と、該便器本体に供給する洗浄水を蓄える貯水タンクと、該貯水タ
ンクへの給水および排水を複数の洗浄態様に応じて制御する洗浄制御部とを備えた水洗大
便器において、前記貯水タンクが、給水源から前記貯水タンク内に洗浄水を供給する給水
手段と、前記貯水タンクの底部に設けられて前記便器本体と連通する排水口と、該排水口
を開閉する排水弁と、該排水弁を駆動する排水弁駆動手段と、前記貯水タンクへ洗浄水を
追加補給する洗浄水補給手段とを備え、前記洗浄制御部が、使用する洗浄水が少ない小洗
浄を行う時には前記貯水タンク内の洗浄水を使い切るまで前記排水弁を開弁するように前
記排水弁駆動手段を制御し、使用する洗浄水が多い大洗浄を行う時には前記洗浄水補給手
段によって前記貯水タンク内に洗浄水を補給して前記貯水タンク内の洗浄水を使い切るま
で前記排水弁を開弁するように前記排水弁駆動手段を制御し、何れの洗浄の終了時におい
ても前記小洗浄で使用する量の洗浄水を前記給水手段によって前記貯水タンク内に供給す
るように制御し、水タンクへの給水および排水を複数の洗浄態様に応じて制御できるばか
りでなく、圧力損失を検出することなく貯水タンクから排出される洗浄水の水量を便器本
体の製造誤差によらずに均一にできるものであれば、その具体的な実施態様は、如何なる
ものであっても構わない。
【０１１４】
　例えば、水洗大便器の洗浄方式は、洗い落とし式であってもよいし、サイホンゼット式
であってもよい。
【符号の説明】
【０１１５】
１００、　　　　　　２００、　３００　　　　　　　・・・　水洗大便器
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１１０、　　　　　　２１０、　３１０　　　　　　　・・・　便器本体
１１１、　　　　　　２１１、　３１１　　　　　　　・・・　ボウル部
１１１ａ、　　　　　２１１ａ、３１１ａ　　　　　　・・・　リム
１１１ｂ、　　　　　２１１ｂ、３１１ｂ　　　　　　・・・　吐水口
１１２、　　　　　　２１２、　３１２　　　　　　　・・・　導水路
１２０、　　　　　　２２０、　３２０　　　　　　　・・・　貯水タンク
１２１、　　　　　　２２１、　３２１　　　　　　　・・・　排水口
１２２、　　　　　　２２２、　３２２　　　　　　　・・・　排水弁
１２３、　　　　　　２２３、　３２３　　　　　　　・・・　排水弁駆動手段
１２４ａ、１２４ｂ、２２４、　３２４ａ、３２４ｂ　・・・　フロートスイッチ
１２５、　　　　　　２２５、　３２５　　　　　　　・・・　給水手段
　　　　　　　　　　２２６、　３２６　　　　　　　・・・　貯水主タンク
　　　　　　　　　　２２７、　３２７　　　　　　　・・・　貯水副タンク
　　　　　　　　　　　　　　　３２８　　　　　　　・・・　仕切り壁
１３０、　　　　　　２３０、　３３０　　　　　　　・・・　洗浄制御部
ＥＷＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　止水水位
Ｗ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　溜水
Ｗｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　便器洗浄水

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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